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ポリフッ化ビニリデン／ポリ酢酸ビニル相溶性ブレンド及びポリフッ化ビニリデン／

ポリエチルメタアクリレート相溶性ブレンドの相互作用パラメータ

○花田朋美　安藤穣(東京家政学院大）

　【目的】結晶性高分子ポリフッ化ビニリデン(）VI3--)は、ポリメチルメタアクリレート(PM^

A)をはじめ非晶性高分子との相溶性が知られている。既に, PVDF/PMvlV相溶性ブレンドにお

いては。両高分子間の相互作用の強さを示す熱力学的パラメータX 12値が報告されている。

本研究では. PVOrとの相溶性が報告されている非品性高分子ポリ酢酸ビニル(PVA:)及びポ

リエチルメタアクリレート(PIiMへ)を収り上げ. lAU-/PVyV;ブレンド系、Pvu/PE＼nブレンド

系の熱力学的パラメータX I 2値を求めることを目的とし. 熟分析による平衡融点の融点降

下の観測を行い. Z 、値の組成依存性、及び両高分子間の相互作用について検討した。

　【方法】ブレンド試料は.PVCF( Sol vey)、PVfic(日本合成化学). PEMV三菱レーヨン)の

DMF 溶液を求めるブレンド比に混合し、水で溶媒置換した後ホットプレスにより作製し

た。測定用試料は. DS C試料パン中で溶融後、各結品化温度又で24時間等温結晶化した

後、液体窒素で急冷し試料とした。熱m定は、島津製作所Ｄ ｓ O50を使用し、昇温速度

2O℃／分、測定温度室温～250での範囲とした。本研究の融点は, DS C融解曲線の微分曲

線の極大値とし. 3回の測定値の平均を用いた。

　【結果】PVlT/PVficブレンド系、PVCF/PEMVブレンド系において、平衡融点がブレンド組成

に依存して降下する事、X .W値が負の値を示す･μから,川ブレンド系に相溶性がある事が

保証された、又. χI2値は. wij｀含挺80％以ドのブレンド系においては組成依存性を示さ

ず、PVCF/PVA;ブレンド系ではX 、2= - 0.221(leo℃). FVLF/PEM＼ブレンド系ではz 1S―
- 0. 197(160℃)の値が得られた。
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羊毛繊維のサクシニルfﾋとその吸湿および吸水特性

　　　　　　○順奈軒・林由佳・中mm・舷雌（昭和姻

＜目的＞廃羊毛の再資源化を目指し羊毛から機能既高分子材料を得る試みの一つとして、

羊毛繊維をサクシニルイヒしその吸湿および吸水特吐を樹はした

＜方法＞試料：常法により精製したコリデヴレ種羊毛■m准および塩酸て部分加水分解した

同羊毛繊服サクシニルイヒ：前報1)とmmこ、pllを調整した栃輯容液中で無水コハク酸と室

温で反応させた。サクシニノ阿ﾋ度：加水分解した試料から、陽イオン交換樹脂を用いてアミ

ノ酸を除去し、溶離したコハク酸を分光光度法で定量した吸湿特|生:22.8～85.0%RHの湿

度剰牛下での平衡水分率を測定したまた、収着測定装置により、水蒸気の収着挙動を測定

した吸水特既：純水およびpill～12の各水溶液にけず｀る吸水量を測定した

＜結果＞　羊毛闘准および部分加水分解した羊毛繊維をサクシニルイヒした結果、付加率が

6.7～14.4%のサクシニノレ化羊毛が得られた。糊こ高湿度雰囲気下において、サクシニル化羊

毛は未処理羊もなヒベ高し吸湿既を示した未処理羊毛闘衝7)純水に冽する吸水量が自重の

4.1 倍であるのに対し、部分加水分解した羊毛繊組t 20倍以上の吸水量を示した。異なる

piIの水溶液に対する吸水既においても、サクシニル化後の挙動に捺干の変化が認められた

l)/I源他、日本家政学き第49匝吠会要旨集､p.196.
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